
同じIT教材で学んだ学生が、Skypeを用いて各大学独
自の講義や実習の内容を説明するパワーポイントを作
成し、Web掲示板上で感想や質問の意見交換をし、そ
の後でスカイプを活用した臨床実習・地域医療実習発
表会を実施している。

実施方法

共通性と独自性を再認識する３大学学生交流

① 各大学の担当教員の選出と発表担当学生の選出（5年生3名程度）
② 発表担当学生に対する説明会

本取組の目的や方法についてスカイプ上で学生に説明を行う。
③ プロダクトの掲示

各大学の高齢者に関わる臨床実習について、概要（実習の内容のみではなく、実習の目的や実習を行って得ら
れたこと、実習の良い点、悪い点等々）や学んだことをパワーポイントにまとめ、web上に掲載する。各大学の5年生
全員が閲覧できるようにする（個人情報などの観点からこの段階でのプロダクトには写真による資料は入れないよ
うにする） 。

④ Web上での質疑応答

プロダクトを閲覧した学生はコメントや質問があれば自由に行う。質問には発表担当学生が返信をする。担当教員
は活発な議論がなされるようマネージメントする。

⑤ Skypeによるプレゼンテーションとディスカッション

参加可能な5年生全員を対象とし、発表担当学生が③のプロダクトにさらに写真による資料などを追加し、実習の
内容や学んだことなどについて発表を行う。スライドの進行は発表担当学生自身で行う。発表後、超高齢社会に
対応できる歯科医師になるために今後どのように取り組んでいくのがよいかについて討論する。
【最終プロダクトの形式について】
・パワーポイントで作成する。 （画面比４：３）
・最初のページには「タイトル」と「大学名」を入れる。
・最後のページには「まとめ」を入れる。
・ページ数は10枚～15枚程度を目安とする。

⑥まとめプロダクトのアップロード

⑤を踏まえ、超高齢社会に対応できる歯科医師になるために必要と思われることをパワーポイントにまとめweb上
に掲載する。
※すべてのプロダクトの掲示および質疑応答の掲示板はmoodleを利用する。

北海道医療大学
• 大学病院・歯科クリニック
• 訪問診療
• 学外実習（開業歯科医院、病院歯科）
• 福祉施設での実習
• 海外短期臨床実習

岩手医科大学
• 病院実習、地域医療体験実習、介護体験実習（５年時）の中から。

昭和大学
• 高齢者歯科臨床実習
• チーム医療臨床実習（病院歯科実習＋歯科訪問診療実習）
• 学部連携病棟実習

対象となる臨床実習

高齢者に関する北海道・北東北・関東の

異なる臨床地域医療実習を知る

4.３大学学生交流
Ⅲ. 臨床実習（5年生）



各大学の臨床実習紹介

ディスカッション

自己紹介3大学学生交流画面
< https://el5.showa-u.ac.jp/hm13/course/view.php?id=122 >

同じIT教材で学んだ学生が、各大学独自のカリキュラムや実習の特徴に関する資料をサーバー上に公開し、情報を共有。

Skypeを用いて、各大学の代表者が自分たちの受け

てきた講義や実習の内容とその感想を発表、意見交
換する。

Ⅲ. 臨床実習（5年生） 4. ３大学学生交流
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